
●
石
橋
湛
山

「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
を
知
ら
な
い
日

本
人
は
ま
ず
い
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
れ
を
世
間

に
広
め
た
功
労
者
、
大
島
正
健
ま
さ
た
け

を
知
る
人
は
稀

で
あ
る
。
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
の
落
と
し
子
と

も
い
う
べ
き
「
札
幌
バ
ン
ド
」
の
中
で
も
内
村

鑑
三
や
新
渡
戸
稲
造
な
ど
に
比
べ
る
と
き
わ
め

て
陰
が
薄
い
。

大
島
が
一
九
三
七
年
（
死
去
す
る
前
年
で
あ

る
）
に
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』

を
出
版
し
た
際
、
い
ち
早
く
こ
れ
を
新
聞
で
紹
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介
し
た
人
に
東
洋
経
済
新
報
社
社
長
・
石
橋
湛た

ん

山ざ
ん

（
後
に
首
相
）
が
い
る
。
す
で
に
こ
の
時
点

で
大
島
の
名
は
「
一
般
に
は
余
り
識
ら
れ
て
お

ら
な
い
」
と
あ
る
（『
石
橋
湛
山
全
集
』
一
〇
、

五
一
九
頁
、東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
七
二
年
）。

山
梨
県
立
第
一
中
学
校
（
現
甲
府
第
一
高
等
学

校
）
で
二
年
余
、
大
島
か
ら
指
導
を
受
け
た
石

橋
は
、
自
伝
で
恩
師
を
こ
う
偲
ぶ
。

「
大
島
校
長
は
、
札
幌
農
学
校
の
第
一
回
卒

業
生
で
、
有
名
な
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
博

士
の
直
接
の
薫
陶
を
受
け
た
人
で
あ
っ
た
。
同

氏
は
神
奈
川
県[

海
老
名
町]

の
生
ま
れ
で
あ
っ

た
が
、
札
幌
農
学
校
卒
業
後
、
し
ば
ら
く
母
校

に
と
ど
ま
り
、
英
語
を
教
え
た
。

そ
の
際
、
学
生
中
に
ズ
ウ
ズ
ウ
弁
の
者
が
あ

っ
て
、
発
音
を
教
え
る
の
に
苦
心
し
た
経
験
か

ら
、
音
韻
学
と
い
う
珍
し
い
学
問
の
研
究
に
志

し
、
後
年
そ
れ
に
よ
っ
て
文
学
博
士
の
学
位
も

得
た
と
い
う
学
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
札
幌
で
、

初
め
て
教
会[

現
札
幌
独
立
教
会]

を
作
り
、
そ

の
牧
師
を
勤
め
た
と
い
う
、
熱
心
な
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
か
ら
だ
こ
そ
小
さ
か
っ
た

が
、
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
意
気
の
盛
ん
な
、
豪

傑
は
だ
の
人
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
こ
れ
ら
の

性
格
も
、
一
つ
は
大
い
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
感
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「
札
幌
バ
ン
ド
」
と
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
狭
間
で

大

島

正

健

化
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
私
は
、
こ

の
大
島
校
長
か
ら
、
し
ば
し
ば
ク
ラ
ー
ク
博
士

の
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て
私
の
一
生
を
支
配
す

る
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
」（
同
前
、一
五
頁
）。

石
橋
は
大
島
か
ら
ク
ラ
ー
ク
の
話
を
聞
い
て

「
な
る
ほ
ど
真
の
教
師
と
は
か
く
あ
る
も
の
か

と
感
動
し
た
。[

中
略]

つ
ま
り
私
も
ク
ラ
ー
ク

博
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は

今
で
も
書
斎
に
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
写
真
を
掲

げ
て
い
る
」
と
ク
ラ
ー
ク
を
心
底
か
ら
慕
う

（
同
前
、
一
六
頁
）。
日
蓮
宗
の
寺
で
生
ま
れ
た

石
橋
は
、「
生
来
、
宗
教
家
に
な
る
べ
き
は
ず

の
境
遇
に
育
っ
た
」
の
で
、「
常
に
宗
教
家
的
、

教
育
者
的
志
望
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
島
・
ク

ラ
ー
ク
崇
拝
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
同
前
、

一
六
頁
）。

●
共
通
す
る
恩
師

石
橋
が
終
生
の
恩
師
と
仰
ぐ
大
島
は
、
札
幌

農
学
校
第
一
期
生
の
折
り
に
、
ク
ラ
ー
ク
の
感

化
を
受
け
て
周
知
の
「
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
の

契
約
」
に
署
名
を
し
た
。
洗
礼
は
函
館
の
Ｍ
・

Ｃ
・
ハ
リ
ス
か
ら
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
は
、
母

校
で
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
一
八
八
二
年
に
教
友

ら
と
札
幌
教
会
を
設
立
し
、牧
師
を
兼
務
し
た
。

か
つ
て
農
学
校
在
学
中
に
「
耶
蘇
坊
主
」（
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
モ
ン
ク
）
の
異
名
を
と
っ
た

大
島
な
ら
で
は
の
活
躍
振
り
で
あ
る
。

大
島
や
佐
藤
昌
介

し
ょ
う
す
け

、
伊
藤
一
隆
な
ど
の
札
幌

農
学
校
第
一
期
生
は
、
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ー
ク
が

日
本
で
教
え
た
初
め
て
の
日
本
人
で
あ
る
が
、

実
は
彼
は
来
日
前
に
す
で
に
日
本
人
留
学
生
を

教
え
て
い
る
。
新
島
襄
と
堀
（
内
藤
）
誠
太
郎

で
あ
る
。
と
り
わ
け
新
島
に
関
し
て
は
「
私
の

最
初
の
日
本
人
学
生
」
と
ク
ラ
ー
ク
は
明
言
す

る
。
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
化
学
（
あ
る
い
は
植

物
学
）
を
教
え
た
と
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿

「
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
と
新
島
襄
」
上
、
下
、

『
関
西
エ
ル
ム
新
聞
』
四
八
、
四
九
、
北
海
道

大
学
関
西
同
窓
会
）。

実
は
大
島
と
新
島
は
、
日
本
人
の
恩
師
も
共

通
す
る
。
川
田
剛

た
け
し

で
あ
る
。
川
田
は
安
中
藩
板

倉
家
の
本
家
、
備
中
高
梁
た
か
は
し

藩
主
の
板
倉
家
に
仕

え
る
漢
学
者
で
、
江
戸
の
安
中
藩
邸
で
も
安
中

藩
士
を
指
導
し
た
。
一
八
五
六
年
頃
、
新
島
も

指
導
を
受
け
た
（『
新
島
襄
全
集
』
八
、
九
頁
。

以
下
『
全
集
』）。
一
方
、
大
島
も
川
田
が
自
宅

（
牛
込
若
宮
町
）
に
開
い
た
逢
坂
学
校
に
一
八

七
四
年
一
月
か
ら
一
年
余
、
在
籍
し
て
い
る

（
大
島
正
健
著
･
大
島
正
満
補
訂
『
ク
ラ
ー
ク

先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
一
八
頁
以
下
）。

新
島
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
す
る
の
は

一
八
七
四
年
十
一
月
。
翌
月
に
は
さ
っ
そ
く
川

田
を
訪
ね
て
挨
拶
し
、
同
家
に
一
泊
し
て
旧
交

を
温
め
て
い
る
（『
全
集
』
八
、
一
三
三
頁
）。

当
時
、
大
島
は
川
田
の
私
塾
に
ま
さ
に
在
学
中

で
あ
っ
た
の
で
、
新
島
と
は
至
近
距
離
に
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

●
新
島
襄
と
の
交
流

さ
て
、「
札
幌
バ
ン
ド
」
の
面
々
と
新
島
と

は
種
々
の
交
流
が
あ
る
。
な
か
で
も
大
島
正
健

は
内
村
鑑
三
、
佐
藤
昌
介
、
新
渡
戸
稲
造
ら
以

上
に
新
島
に
深
く
傾
倒
し
た
。「
札
幌
バ
ン
ド
」

本
井

康
博

（
同
志
社
社
史
資
料
室
）

新島襄に贈られた大島正健の写真（札
幌・武林写真所撮影。1887年か）
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の
中
で
、
も
っ
と
も
深
く
新
島
の
懐
に
飛
び
込

ん
だ
の
は
大
島
で
あ
る
。「
札
幌
バ
ン
ド
」
が

創
立
し
た
札
幌
教
会
の
牧
師
を
、
大
島
が
務
め

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
新
島
が
、
同
教
会
に
係

わ
る
の
は
一
八
八
四
年
二
月
の
こ
と
で
、「
熊

本
バ
ン
ド
」
の
金
森
通
倫
み
ち
と
も

（
岡
山
教
会
牧
師
）

が
大
島
（
札
幌
教
会
牧
師
）
と
交
替
す
る
案
が

ど
こ
か
ら
か
新
島
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る

（『
全
集
』
五
、
二
四
六
頁
）。

つ
い
で
一
八
八
七
年
、
新
島
夫
妻
が
札
幌
で

ひ
と
夏
、
福
士
成
豊

な
り
と
よ

（
函
館
か
ら
密
出
国
し
た

際
、
手
引
き
し
て
く
れ
た
福
士
卯
之
吉
）
の
持

ち
家
を
借
り
て
静
養
し
た
際
、
新
島
と
大
島
と

の
距
離
は
一
挙
に
縮
ま
っ
た
。

ま
ず
七
月
七
日
、
大
島
は
福
士
と
共
に
札
幌

駅
に
新
島
夫
妻
を
出
迎
え
た
。
翌
日
に
は
新
島

を
訪
ね
、
札
幌
教
会
の
教
派
所
属
問
題
、
な
ら

び
に
伝
道
師
招
聘
人
事
に
つ
い
て
協
議
を
こ
ら

し
た
。新
島
は
日
曜
に
は
札
幌
教
会
に
出
掛
け
、

大
島
の
説
教
に
耳
を
傾
け
、
自
ら
も
勧
話
を
行

っ
た
（
同
前
五
、
二
九
六
〜
二
九
七
頁
）。

続
い
て
大
島
は
新
島
を
市
来
知

い
ち
き
し
り（

現
三
笠
市
）

の
伝
道
所
に
案
内
し
た
。
新
島
は
同
地
の
空
知
そ
ら
ち

集
治
監
（
刑
務
所
）
で
講
話
を
し
た
。
ま
た
大

島
は
新
島
ら
を
同
伴
し
て
定
山
渓

じ
ょ
う
ざ
ん
け
い
へ
行
き
、
二

泊
し
た
こ
と
も
あ
る
（
同
前
八
、
四
一
一
〜
四

一
三
頁
）。
新
島
夫
人
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
札

幌
ニ
テ
ハ
親
シ
キ
友
人
ト
テ
ハ
一
両
人
（
其
一

人
ハ
大
島
正
健
兄
也
）
ア
ル
ノ
ミ
」
で
あ
っ
た

(

新
島
八
重
「
亡
愛
夫
襄
発
病
ノ
覚
」
八
〇
頁
、

『
同
志
社
談
叢
』
十
）。

さ
て
、
大
島
が
新
島
に
依
頼
し
た
伝
道
師
の

件
で
あ
る
が
、
新
島
は
同
志
社
神
学
校
出
身
の

馬
場(

竹
内)

種
太
郎
を
第
一
候
補
に
立
て
た
。

そ
し
て
す
ぐ
に
札
幌
か
ら
宮
川
経
輝
や
金
森
通

倫
に
書
を
送
り
、
そ
の
線
で
原
田
助
と
も
協
議

し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
（『
全
集
』
八
、
四

一
〇
頁
）。「
上
方
地
方
よ
り
」
ぜ
ひ
人
材
を
、

と
の
大
島
か
ら
の
要
請
（
同
前
三
、
四
七
三
頁
）

を
新
島
は
千
載
一
遇
の
好
機
と
捉
え
、
自
分
が

馬
場
な
ら
、「
質し
ち

ヲ
置
テ
モ
借
金
シ
テ
モ
此
招

待
ハ
無
ニ
致
ス
マ
ジ
」
と
ま
で
歓
迎
し
た
（
同

前
三
、
四
七
五
頁
）。

さ
ら
に
新
島
は
北
海
道
か
ら
の
帰
途
、
東
京

で
馬
場
に
会
っ
て
直
談
判
し
、
鳥
取
か
ら
札
幌

へ
の
転
勤
を
勧
め
た
。
京
都
に
帰
宅
後
、
新
島

は
そ
の
旨
を
大
島
に
書
簡
で
知
ら
せ
る
と
同
時

に
、
北
海
道
（
さ
し
あ
た
っ
て
は
石
狩
川
平
原
）

一
円
の
伝
道
拡
大
策
を
提
案
し
て
い
る
。空
知
、

江
別
、
岩
見
沢
な
ど
に
「
自
治
独
立
ノ
教
会
」、

す
な
わ
ち
「
札
幌
ト
同
主
義
教
会
」
を
次
々
と

建
設
さ
れ
た
い
、
そ
し
て
「
自
由
主
義
ノ
教
会
」

を
今
後
の
「
北
海
道
ノ
依
テ
立
ツ
ヘ
キ
基
礎
」

と
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
同
前
三
、

四
八
四
〜
四
八
五
頁
）。
大
島
は
北
海
道
に
お

け
る
自
由
主
義
の
旗
手
で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も
教
会
合
同
運
動
の
さ
な
か
で
あ

っ
た
。
新
島
は
札
幌
を
起
点
に
開
始
さ
れ
た
北

海
道
伝
道
が
、
組
合
教
会
（
同
志
社
系
）
と
同

様
の
「
自
治
独
立
」
主
義
で
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
心
底
か
ら
願
っ
た
。「
自
由
を
決
し
て
安
売

り
す
る
な
」
と
の
大
島
へ
の
勧
告
は
、
教
会
合

同
運
動
推
進
派
へ
の
警
告
と
ま
さ
に
重
な
る

（
同
前
）。
一
致
教
会
と
の
合
同
は
、
新
島
に
は

「
自
由
主
義
」
や
「
自
治
独
立
」
原
則
の
放
棄

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

「
日
本
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
も
言
う

べ
き
北
海
道
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
精
神

的
支
柱
で
あ
る
会
衆
派
（
そ
の
日
本
版
が
組
合

教
会
）が
同
様
に
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
新
島
は
ク
ラ
ー
ク
を
「
札
幌
大
好

物
ノ
人
」
と
評
す
る
が
（
同
前
三
、
三
四
二
頁
）、

新
島
も
負
け
て
は
い
な
い
。
も
し
も
教
会
合
同

が
不
幸
に
も
実
現
し
た
場
合
、
自
分
は
「
北
海
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道
へ
退
く
の
み
」
と
柏
木
義
円
に
漏
ら
し
て
い

る
（『
同
志
社
五
十
年
史
』
一
六
二
頁
）。
新
天

地
に
は
自
由
主
義
が
似
合
う
の
で
あ
る
。

さ
て
馬
場
は
札
幌
赴
任
を
承
諾
し
た
。
札
幌

で
は
大
島
は
馬
場
を
自
宅
に
引
き
取
っ
て
面
倒

を
見
た
。
こ
う
し
て
伝
道
師
派
遣
の
件
は
首
尾

よ
く
収
ま
っ
た
。
が
、
問
題
は
今
ひ
と
つ
、
札

幌
教
会
の
教
派
所
属
問
題
（
独
立
問
題
）
で
あ

っ
た
。

●
札
幌
教
会
の
教
派
問
題

こ
の
年
（
一
八
八
七
年
）、
札
幌
教
会
は
総

会
で
、
牧
師
資
格
が
な
い
大
島
に
洗
礼
・
聖
餐

の
二
大
礼
典
を
執
行
す
る
権
限
を
認
め
る
決
議

を
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
界
で

非
常
な
物
議
を
醸
し
出
し
、
特
に
北
海
道
在
住

の
宣
教
師
の
中
に
は「
札
幌
教
会
は
異
端
集
団
」

と
ま
で
痛
罵
す
る
者
さ
え
い
た
。
札
幌
農
学
校

教
授
の
傍
ら
、
無
給
で
教
会
運
営
に
当
た
っ
て

い
た
大
島
は
進
退
き
わ
ま
る
窮
地
に
立
た
さ
れ

た
。
他
教
派
の
牧
師
や
宣
教
師
か
ら
牧
師
資
格

を
得
る
た
め
の
按
手
礼

あ
ん
し
ゅ
れ
い

を
受
け
れ
ば
、
教
会
が

標
榜
す
る
「
独
立
」（
無
教
派
）
が
侵
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
札
幌
で
の
避
暑
中
に

大
島
か
ら
こ
の
件
の
相
談
を
受
け
た
新
島
は
、

事
態
を
憂
慮
し
、
大
島
に
按
手
礼
を
受
け
る
よ

う
助
言
し
た
（『
全
集
』
三
、
四
八
四
頁
）。

も
ち
ろ
ん
新
島
は
各
派
の
協
力
を
取
り
つ
け

る
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
帰
宅
途
上
、
東
京

で
キ
リ
ス
ト
教
各
派
の
代
表
者
と
協
議
し
、
札

幌
教
会
は
ど
の
教
派
に
も
所
属
し
な
い
と
の
条

件
で
、
大
島
に
按
手
礼
を
施
し
、
彼
が
牧
師
と

な
っ
て
聖
礼
典
を
正
規
に
執
行
で
き
る
道
を
拓

い
た
。

大
島
の
按
手
礼
試
験
は
一
八
八
八
年
一
月
十

三
日
、
按
手
礼
は
同
月
十
七
日
に
東
京
一
番
町

の
一
致
教
会
で
行
わ
れ
た
。立
ち
会
っ
た
の
は
、

一
致
教
会
の
植
村
正
久
と
井
深
梶
之
助
、
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
の
本
多
庸
一

よ
う
い
つ

、
組
合
教
会
の
小
崎

弘
道
な
ど
で
あ
っ
た
。

席
上
、
植
村
が
「
大
島
氏
が
将
来
、
異
端
説

を
唱
え
た
ら
、ど
の
教
派
が
責
任
を
も
つ
の
か
」

と
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
の
で
、
小
崎
は
「
今
回

の
主
動
者
で
あ
る
組
合
教
会
が
持
つ
」
と
約
束

し
た
（『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』

二
三
一
頁
）。
事
実
、
翌
日
に
は
小
崎
は
新
島

に
、
按
手
礼
は
無
事
に
済
ん
だ
が
、「
然
シ
他

教
会
牧
師
等
ノ
勧
告
ニ
よ
り
組
合
教
会
ニ
テ
責

任
ヲ
持
ツ
事
ニ
相
成
候
」
と
書
き
送
っ
た

（『
全
集
』
九
上
、
三
三
三
頁
）。

こ
の
こ
と
が
た
ま
た
ま
在
京
中
の
札
幌
教
会

員
か
ら
曲
解
さ
れ
た
形
で
札
幌
教
会
に
伝
わ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
教
会
員
た
ち
は
「
大
島
先
生

は
新
島
の
ペ
テ
ン
に
か
か
っ
て
組
合
教
会
牧
師

と
し
て
按
手
礼
を
受
け
た
」
と
激
昂
し
、
大
島

が
帰
札
し
た
と
き
に
は
駅
に
出
迎
え
る
会
員
は

皆
無
と
い
う
有
り
様
で
あ
っ
た
（『
ク
ラ
ー
ク

先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
二
三
二
頁
）。

大
島
が
「
誤
報
」
と
呼
ぶ
こ
の
出
来
事
は

後
々
ま
で
も
尾
を
引
き
、
札
幌
教
会
二
十
五
年

史
（
一
九
〇
八
年
）
に
竹
崎
八や

十そ

雄お

、
有
島
武た
け

郎お

（
共
に
編
集
委
員
）
が
史
実
と
し
て
記
録
し

た
。
大
島
は
「
新
島
先
生
と
私
と
に
大
な
る
恥

辱
を
与
え
た
」
編
集
委
員
の
「
不
徳
は
言
語
同

断
」、
と
切
り
捨
て
て
い
る
（
同
前
、
二
三
二

頁
）。
こ
の
誤
報
事
件
は
ま
も
な
く
大
島
が
牧

師
を
辞
任
し
て
同
志
社
に
転
職
す
る
一
因
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
竹
崎
も
有
島
も
一
時
期
、
同

志
社
教
育
に
係
わ
っ
た
人
材
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
後
大
島
は
一
八
八
八
年
十
二
月

に
い
た
っ
て
京
都
の
新
島
か
ら
書
簡
を
受
け
取

っ
た
。そ
の
内
容
は
新
島
最
晩
年
の
二
大
運
動
、

す
な
わ
ち
同
志
社
大
学
設
立
運
動
な
ら
び
に
教

会
合
同
運
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き



の
際
、
同
志
社
は
慰
労
金
と
し
て
六
十
円
を
贈

っ
た
（『
明
治
二
十
九
年
度
重
要
報
告
』）。

同
志
社
を
去
っ
た
大
島
は
私
立
奈
良
中
学
校

長
、
山
梨
県
立
甲
府
中
学
校
長
、
宮
崎
県
立
中

学
校
長
、朝
鮮
京
城
府
セ
ベ
ラ
ン
医
学
校
教
授
、

私
立
養
正
高
等
普
通
学
校
教
授
、
京
都
理
科
大

学
講
師
な
ど
を
歴
任
し
た
。
こ
の
う
ち
甲
府
で

の
評
価
は
石
橋
の
尽
力
も
あ
っ
て
突
出
し
て
高

い
。
一
九
六
五
年
十
月
二
十
三
日
に
は
甲
府
第

一
高
等
学
校
に
大
島
（
い
わ
ば
「
甲
府
の
ク
ラ

ー
ク
」
！
）
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
大
島

の
門
弟
、
石
橋
も
同
校
の
た
め
に
〝B

o
ys
b
e

A
m
b
itio
u
s!

を
揮
毫
し
て
い
る
。
一
方
の

同
志
社
に
は
、
彼
を
偲
ぶ
も
の
は
何
ひ
と
つ
な

い
。
同
志
社
か
ら
は
彼
の
下
で
ひ
と
り
の
石
橋

湛
山
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

正
満
の
成
長
は
「
新
島
の
お
ば
さ
ま
」（
八
重
）

を
こ
と
の
ほ
か
喜
ば
せ
た
。
新
島
旧
邸
を
訪
ね

た
「
満
ボ
ウ
」
は
亡
き
新
島
の
机
上
に
自
分
の

額
入
り
写
真
を
発
見
し
て
感
動
し
た
（『
新
島

襄
の
面
影
』）。

大
島
は
同
志
社
に
数
学
教
授
と
し
て
一
八
九

三
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
一
八
九
六
年
七
月
七

日
ま
で
勤
務
し
た
。
月
給
は
市
原
盛
宏
（
政
法

学
校
教
頭
）
と
同
額
の
六
十
円
。
教
員
の
中
で

は
高
給
取
り
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
に
は
普

通
学
校
教
頭
事
務
取
扱
、
な
ら
び
に
神
学
校
別

科
嘱
託
（
英
語
訳
読
）
を
兼
務
し
た
（『
同
志

社
報
告
』
一
、
二
、
明
治
二
十
六
年
度
、
明
治

二
十
八
年
度
）。

け
れ
ど
も
同
志
社
生
活
は
三
年
で
終
わ
っ

た
。
同
志
社
で
支
配
的
な
「
熊
本
バ
ン
ド
」
と

の
折
り
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め

か
。
ク
ラ
ー
ク
の
精
神
を
「
熊
本
バ
ン
ド
」
が

牛
耳
る
同
志
社
に
移
植
す
る
に
は
最
初
か
ら
無

理
が
あ
っ
た
、
と
の
推
測
も
あ
る
（
北
垣
宗
治

『
新
島
襄
と
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
』
三
七
五
頁
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
新
島
と
い
う
大
き
な
後
ろ
盾

を
失
っ
た
大
島
に
は
、
同
志
社
は
あ
ま
り
居
心

地
の
よ
い
職
場
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
た
め
か
、
影
も
う
す
い
。
彼
の
辞
職

同
志
社
人
物
誌
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は
後
者
で
、「
貴
兄
御
心
得
ノ
為
ニ
」、
し
か
し

他
言
は
無
用
と
断
っ
て
、
新
島
の
合
同
反
対
意

見
が
縷る

々る

陳
述
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
も
再
度
、

「
自
由
主
義
ヲ
曲
ケ
」
て
ま
で
合
同
す
る
気
は

全
く
な
い
、
と
あ
る
（『
全
集
』
三
、
七
〇
二

頁
）。
こ
の
点
は
翌
年
の
大
島
宛
書
簡
も
同
様

で
、「
独
立
平
等
之
教
会
」
を
発
展
さ
せ
、「
北

海
道
之
元
気
精
神
」
た
ら
し
め
よ
、
と
発
破
を

か
け
る
（
同
前
四
、
二
〇
四
頁
）。
新
島
は
大

島
に
組
合
教
会
の
原
則
を
と
く
と
理
解
し
て
ほ

し
か
っ
た
。
が
、
一
方
の
大
島
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、「
連
合[

つ
ま
り
合
同]

の
方
に
傾
き
」

が
ち
で
あ
っ
た
（
同
前
九
上
、
五
二
四
頁
）。

ち
な
み
に
微
笑
ま
し
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
両

書
簡
と
も
文
中
で
「
満み
つ

ボ
ウ
先
生
」
へ
の
言
及

が
あ
る
。
子
ど
も
の
い
な
か
っ
た
新
島
夫
妻
に

と
っ
て
大
島
の
長
男
、
正
満
（
当
時
三
歳
）
は

ま
る
で
実
子
で
あ
っ
た
。
正
満
は
後
年
、「
新

島
の
小
父
お

じ

さ
ん
」
を
偲
ん
で
書
い
た
『
新
島
襄

の
面
影
』（
未
刊
）
の
中
で
「
私
は
お
さ
な
い

時
ジ
ョ
セ
フ
新
島
の
ペ
ッ
ト
で
あ
っ
た
」
と
述

懐
し
て
い
る
。

●
札
幌
か
ら
同
志
社
へ

さ
て
、
大
島
が
師
事
し
た
新
島
は
一
八
九
〇

年
に
死
去
し
た
。
ま
も
な
く
、
馬
場
は
独
立
教

会
伝
道
師
を
辞
任
し
、
同
じ
く
同
志
社
出
身
者

の
中
江
汪

ひ
ろ
し

に
後
を
託
し
た
。
さ
ら
に
新
島
の
死

後
三
年
を
経
て
、
大
島
は
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で

あ
っ
た
札
幌
を
後
に
し
て
、
同
志
社
普
通
学
校

に
赴
任
し
た
。「
先
生
〔
が
〕
生
前
私
と
の
間

に
結
ば
れ
た
約
に
従
い
」
と
大
島
が
記
す
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
か
つ
て
新
島
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。
た
だ
、
札
幌
農
学

校
辞
任
の
最
大
要
因
は
、「
北
海
道
バ
ン
ド
」

の
盟
友
で
も
あ
る
佐
藤
昌
介
校
長
心
得
の
「
裏

切
り
」
に
あ
る
と
い
う
。
彼
は
帝
国
大
学
昇
格

の
必
要
上
、
キ
リ
ス
ト
教
色
を
一
掃
す
る
た
め

に
大
島（
牧
師
）を
農
学
校
か
ら
「
追
放
」
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
（
大
島
智
夫
「B

o
y
s,b
e

a
m
b
itio
u
s!

が
世
に
出
る
ま
で
」
三
二
〜
三

四
頁
、『
関
西
エ
ル
ム
新
聞
』
四
十
一
）。

と
す
れ
ば
、
佐
藤
に
捨
て
ら
れ
た
大
島
は
新

島
に
拾
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、

大
島
が
京
都
で
真
っ
先
に
訪
ね
た
の
は
、
若
王

子
山
の
新
島
の
墓
で
あ
っ
た
（『
ク
ラ
ー
ク
先

生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
二
三
八
頁
）。
息
子
の
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